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第
46
回
建
築
設
計
競
技

１
等
は
上
野
氏日

新
工
業

設
立
総
会
を
開
催

初
代
会
長
は
田
辺
氏

バ
ン
デ
ッ
ク
ス
止
水
工
業
会

東
北
支
店
開
設

気
持
ち
新
た
に
前
進

フ
ヨ
ー

防
水
材
事
業
を
撤
退

３
月
末
に
解
散ユ

ナ
イ
ト

し
、
来
年
３
月
31
日
に
整
理

解
散
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

ユ
ナ
イ
ト
防
水
工
業
会
も
12

月
20
日
に
解
散
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

同
社
は
、
日
本
石
油
化
学

か
ら
改
質
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
系

防
水
シ
ー
ト
の
事
業
を
継
承

し
、
平
成
５
年
に
設
立
。
常

温
、
ト
ー
チ
、
機
械
的
固
定

工
法
用
防
水
シ
ー
ト
の
開

発
・
製
造
・
販
売
を
続
け
て

き
た
。

　

こ
れ
ま
で
26
年
間
事
業
を

続
け
て
き
た
が
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
防
水
材
事
業
を
撤

退
し
、
生
産
・
販
売
を
終
了

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ユ
ナ
イ
ト
は
、
12
月
20
日

で
防
水
材
事
業
か
ら
撤
退

支
店
と
し
た
。
東
北
６
県
を

広
く
カ
バ
ー
す
る
拠
点
と
な

る
。
当
社
の
営
業
は
、
シ
ー

リ
ン
グ
管
理
士
な
ど
の
有
資

格
者
が
多
く
知
識
が
豊
富

で
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
相
談

も
多
い
。
情
報
発
信
基
地
と

し
て
の
存
在
感
を
示
し
た

い
」
と
述
べ
た
。
続
い
て
サ

ン
ス
タ
ー
技
研
・
和
田
裕
会

長
が
「
同
社
が
東
北
進
出
し

た
と
き
か
ら
の
付
き
合
い

で
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
き

た
感
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も

お
互
い
に
協
力
し
続
け
る
」

と
挨
拶
し
、３
本
締
め
し
た
。

　

日
新
工
業
は
11
月
20
日
、

東
京
・
千
代
田
区
の
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
で
第
46
回
日
新
工
業

建
築
設
計
競
技
表
彰
式
を
開

催
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
自
然
の
う
え
に
暮
ら
す
／

L
IV

IN
G

 upon the 
NATURE

」。
応
募
総
数
２

９
８
点
の
う
ち
11
作
品
が
入

賞
を
果
た
し
、
１
等
を
上
野

純
氏
（
東
京
理
科
大
学
大
学

院
）
が
受
賞
し
た
。

　

冒
頭
、
相
臺
志
浩
社
長
は

「
受
賞
者
が
日
本
、
世
界
を

代
表
と
す
る
建
築
家
に
成
長

し
て
、
い
つ
か
一
緒
に
仕
事

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
。本
コ
ン
ペ
を
50
回
、

１
０
０
回
と
続
け
、
才
能
あ

る
若
い
建
築
家
に
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
た
い
」
と
祝
辞
を
述

べ
た
。
続
い
て
西
沢
立
衛
審

査
委
員
長
（
横
浜
国
立
大
学

大
学
院
Ｙ

−

Ｇ
Ｓ
Ａ
教
授
、

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ａ
、
西
沢
立
衛
建

築
設
計
事
務
所
）
が
入
賞
者

に
表
彰
状
を
授
与
（
写
真
）

し
た
後
に
総
評
を
述
べ
、
続

い
て
審
査
員
で
あ
る
平
田
晃

久
（
京
都
大
学
教
授
、
平
田

晃
久
建
築
設
計
事
務
所
）、

吉
村
靖
孝
（
早
稲
田
大
学
教

授
、
吉
村
靖
孝
建
築
設
計
事

務
所
）、
羽
鳥
達
也
（
日
建

　

バ
ン
デ
ッ
ク
ス
止
水
工
業

会
は
11
月
22
日
、
東
京
・
港

区
の
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
東

京
で
設
立
総
会
を
開
催
し

た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
本

山
寧
敬
名
誉
会
長
（
日
本
バ

ン
デ
ッ
ク
ス
）
は
「
当
社
の

止
水
材
製
品
・
工
法
を
周
知

設
計
）、
藤
村
龍
至
（
東
京

藝
術
大
学
准
教
授
、Ｒ
Ｆ
Ａ
）

の
各
氏
が
作
品
を
講
評
し
た

後
、
上
野
氏
が
受
賞
者
を
代

表
し
て
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

閉
会
後
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
各
受
賞
作
品
を
前
に
参

加
者
一
同
が
感
想
を
語
り

合
っ
た
。

す
る
た
め
、
当
工
業
会
を
立

ち
上
げ
た
。
会
員
の
皆
様
に

は
、
技
術
の
普
及
に
努
め
て

い
た
だ
き
、
必
要
な
共
同
事

業
を
行
う
こ
と
で
、
経
済
的

地
位
の
向
上
を
目
指
し
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
た
。

　

初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た

田
辺
淳
氏
（
五
十
鈴
・
写
真
）

は
、「
初
代
会
長
に
就
か
せ

て
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
だ
。
微
力
で
は
あ

る
が
、
当
工
業
会
の
推
奨
す

る
製
品
と
工
法
の
普
及
に
貢

献
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

フ
ヨ
ー
は
東
北
支
店
新
社

屋
落
成
式
を
行
い
、
12
月
９

日
か
ら
営
業
開
始
し
た
。
移

転
前
の
仙
台
支
店
と
比
べ
て

倉
庫
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
大

幅
に
増
や
し
た
こ
と
に
よ

り
、
在
庫
切
れ
の
機
会
損
失

を
減
ら
し
、
配
達
の
回
転
率

向
上
を
図
る
。

　

落
成
式
の
冒
頭
、
若
山
倫

雄
会
長
（
写
真
）
は
「
東
北

　

今
年
度
の
主
な
事
業
計
画

は
、
▽
同
工
業
会
発
足
に
関

す
る
広
告
・
宣
伝
事
業
▽
技

術
委
員
会
の
設
立
▽
会
員
の

連
携
強
化

−

な
ど
。

　

各
漏
水
現
場
に
同
製
品
・

工
法
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル

に
お
け
る
活
動
は
、
昭
和
57

年
に
開
始
し
た
。
皆
様
に
支

え
ら
れ
て
、
こ
こ
ま
で
成
長

で
き
た
。
新
し
い
気
持
ち
で

一
歩
一
歩
進
ん
で
い
く
」
と

述
べ
た
。

　

続
い
て
、
Ａ
Ｇ
Ｃ
ポ
リ
マ

ー
建
材
・
赤
坂
晋
介
社
長
、

し
、
信
頼
・
信
用
を
得
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
、
技
術
講
習
会
、
施
工
事

例
報
告
会
の
開
催
や
同
製

品
・
工
法
の
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成

な
ど
も
、
検
討
し
て
い
く
方

針
だ
。

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
・
新
谷
聡

建
築
事
業
部
事
業
部
長
が
来

賓
を
代
表
し
て
挨
拶
し
た

後
、
ロ
ン
シ
ー
ル
工
業
・
平

野
力
久
防
水
事
業
部
副
事
業

部
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
た
。

　

歓
談
後
、
山
田
正
樹
社
長

が
「
仙
台
支
店
改
め
、
東
北

シ
リ
ー
ズ
　
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
大
規
模
修
繕
工
事
の
課
題
と
対
策

○１３

マンション維持・改修に強くなる

岸崎孝弘（㈲日欧設計事務所）
一般社団法人 マンションリフォーム技術協会

大型マンションの水害対策を考える

◆
台
風
19
号
と
水
害

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
が
叫

ば
れ
て
久
し
く
、
全
国
各
地

で
大
雨
に
よ
る
水
害
や
土
石

流
な
ど
が
深
刻
化
す
る
時
代

に
突
入
し
た
。
台
風
19
号
に

よ
る
水
害
は
地
方
の
大
型
河

川
の
氾
濫
に
留
ま
ら
ず
、
東

京
・
神
奈
川
に
ま
た
が
る
多

摩
川
流
域
で
も
大
災
害
に
発

展
し
た
の
は
記
憶
に
新
し

い
。

　

水
害
に
は
、
外
水
氾
濫
、

内
水
氾
濫
、
大
雨
に
よ
る
排

水
管
か
ら
の
オ
ー
バ
ー
フ
ロ

ー
、高
潮
の
４
種
類
が
あ
る
。

　

外
水
氾
濫
は
、
い
わ
ゆ
る

川
の
水
が
堤
防
を
越
え
て
あ

ふ
れ
る
場
合
で
、
最
も
被
害

が
深
刻
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
。

　

内
水
氾
濫
は
、
大
雨
時
に

合
流
式
の
排
水
管
か
ら
河
川

な
ど
へ
放
流
す
る
は
ず
の
も

の
が
、
河
川
の
水
量
が
多
く

な
り
排
水
管
へ
逆
流
す
る
こ

と
で
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
か
ら

水
が
あ
ふ
れ
冠
水
す
る
事

象
。
主
に
河
川
近
く
の
合
流

式
排
水
に
限
り
起
こ
り
得
る

も
の
で
、
武
蔵
小
杉
で
の
発

生
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

　

大
雨
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
は
内
水
氾
濫
と
は
異
な

り
、
排
水
管
が
集
中
豪
雨
な

ど
に
よ
り
許
容
量
を
超
え
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
水
が
あ
ふ
れ

て
冠
水
す
る
事
象
で
あ
る
。

　

高
潮
は
低
気
圧
と
大
雨
、

大
潮
の
影
響
で
海
水
面
が
通

常
よ
り
高
く
な
り
、
海
水
が

陸
に
乗
り
上
げ
る
事
象
で
、

湾
岸
域
で
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

◆
水
害
と
マ
ン
シ
ョ
ン
被
害

　

大
規
模
な
水
害
が
発
生
す

る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
い

て
も
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸

る
か
を
認
識
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

水
害
に
備
え
る
に
は
、

設
備
機
器
類
が
水
没
し
な

い
よ
う
事
前
に
止
水
板
を

設
置
す
る
、
土
嚢
を
積
む

こ
と
な
ど
が
求
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
が
速
や
か
に
設
置

で
き
る
よ
う
、
管
理
組
合

と
し
て
も
迅
速
に
対
策
が

可
能
な
準
備
や
体
制
を
事

前
に
整
え
、
訓
練
な
ど
も

行
っ
て
お
く
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
。
そ
の
際
、
床

近
く
に
設
置
さ
れ
て
い
る

電
気
室
の
吸
気
口
も
一
時

的
に
止
水
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

最
後
は
管
理
組
合
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
良
好
な
状

態
で
あ
る
か
に
す
べ
て
が

か
か
っ
て
お
り
、
改
め
て

居
住
者
間
の
密
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら

れ
る
時
代
に
な
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
け
で

な
く
、
給
水
ポ
ン
プ
や
排
水

ポ
ン
プ
も
止
ま
り
、
居
住
が

困
難
と
な
っ
た
。
自
家
発
電

設
備
も
冠
水
し
た
こ
と
か

ら
、
緊
急
的
な
電
気
復
旧
さ

え
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
と
な

っ
た
の
が
実
態
で
あ
る
。
ま

た
受
水
槽
も
冠
水
す
れ
ば
消

毒
や
清
掃
な
ど
の
必
要
が
あ

り
、
問
題
の
な
い
状
態
に
な

る
ま
で
復
旧
が
で
き
な
い
。

◆
水
害
へ
の
備
え

　

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

で
は
地
下
階
に
設
備
機
器
類

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
浸
水
す
る
と
極
め
て

深
刻
な
事
態
が
起
こ
り
得
る

た
め
、
事
前
に
備
え
を
検
討

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
各
自
治
体
か

ら
発
表
さ
れ
て
い
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
大
雨
、
河
川
氾

濫
、高
潮
な
ど
複
数
が
あ
る
）

を
確
認
し
、
当
該
地
域
に
ど

の
程
度
の
水
害
が
想
定
さ
れ

念
さ
れ
、
電
気
室
や
給
排
水

設
備
な
ど
に
浸
水
す
る
と
生

活
そ
の
も
の
が
お
び
や
か
さ

れ
る
。

　

特
に
東
京
電
力
の
電
気
借

室
な
ど
は
大
概
の
場
合
１
階

や
地
下
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
こ
こ
が
冠
水
す
れ
ば
即

停
電
に
繋
が
り
、
復
旧
に
は

設
備
の
入
れ
替
え
が
必
要
に

な
る
た
め
、
電
力
の
復
旧
に

も
時
間
が
か
か
る
。
武
蔵
小

杉
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
で

停
電
が
発
生
し
た
原
因
は
こ

の
部
分
に
あ
る
。
借
室
と
マ

ン
シ
ョ
ン
側
の
電
気
室
が
冠

水
し
た
こ
と
か
ら
停
電
と
な

地下階が冠水し機能不全に陥った
武蔵小杉のタワーマンション

先
日
テ
レ
ビ
番
組
の
あ
る
コ
ー

ナ
ー
で
、
美
術
作
家
・
深
堀
隆

介
氏
の
作
品
の
模
倣
品
の
よ
う

な
も
の
を
作
っ
て
い
る
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
作
家
が
紹
介
さ
れ
て
い

た
。
深
堀
氏
の
代
表
作
で
あ
る

木
曽
檜
枡
に
金
魚
を
描
い
た
ア

ク
リ
ル
樹
脂
作
品
「
金
魚
酒
」

を
見
た
こ
と
が
あ
る
人
は
多
い

だ
ろ
う
。
器
に
変
色
し
に
く
い

超
難
黄
変
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
流

し
込
み
、
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
金

魚
を
描
き
、
何
層
も
描
い
て
は

硬
化
さ
せ
る
こ
と
を
繰
り
返
す

A
R
S
の
街
角

A
R
S
の
街
角

こ
と
で
金
魚
が
水
の
中
に
い
る

よ
う
に
見
え
る
。作
品
展
で
は
、

本
物
の
金
魚
が
い
る
と
見
間
違

え
る
程
驚
い
た
。
深
堀
氏
は
自

分
の
作
品
を
真
似
す
る
こ
と
自

体
は
否
定
し
て
い
な
い
が
、
金

銭
が
絡
む
な
ら
ば
自
分
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
よ
う
に
振
る
舞
う
の

は
い
け
な
い
と
い
う
見
解
だ
。

紹
介
し
た
テ
レ
ビ
局
や
作
家
の

認
識
の
甘
さ
は
、
誰
に
で
も
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
。
自
分
の

も
の
と
せ
ず
に
、
題
名
の
前
に

「
リ
ス
ペ
ク
ト　

誰
々
」
な
ど

と
名
前
を
あ
げ
る
べ
き
だ
。
自

分
印
を
生
み
出
す
過
程
を
、
疎

か
に
し
て
は
い
け
な
い
。（
ま
）

◆
高
山
工
業
人
事
（
12
月
）　

▽
執
行
役
員
大
阪
支
店
長
佐
々

木
正
洋

◆
フ
ヨ
ー
仙
台
支
店
移
転
・
名

称
変
更
（
12
月
９
日
）　

新
名

称
＝
フ
ヨ
ー
㈱
東
北
支
店
、
新

住
所
＝
宮
城
県
仙
台
市
太
白
区

富
沢
字
宮
崎
12−

１ 

17
Ｂ−

１

Ｌ
、
☎
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
従
来
ど
お
り


